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　2021年度から2027 年度までを期間とする自
治総合計画のもと、行政と地域が協力して、計
画で定めた町の将来像の実現を目指しています。
　自治総合計画は基本構想と基本計画（前期３
年・後期４年）で構成され、本年度から後期の
基本計画のもとで取組みがスタートします。
　さらに後期計画は、行政が取り組む政策・施
策を定めた「行政経営計画」と、地域が主体となっ
て各校区の課題を解決し、安心して暮らせる地域
づくりを行っていくための方向性を示した「校区
づくり計画」で構成されています。

　校区づくり計画は、校区ごとに住民が主体的に取り
組む事業や活動を示したものです。
　地域の自治組織（自治区・行政区）を基本として、
校区のつながりを深める活動を行っている校区協議
会や活性化委員会を中心に、およそ２年間かけて校
区ごとに「校区づくり計画」が策定されました。
　「校区づくり計画」は、次ページから校区ごとに概
要を紹介します。

住み続けたいと思える 持続可能な循環のまち おおき
基 本 理 念

協 働

循 環 自 治

　前期計画の政策・施策体系を基本的に継承しつつ、
新たな課題の整理や、効果的な業務効率化などを図
り、25 の政策と 59 の施策のもとで事業を行ってい
きます。

❶廃菌床を活用したカブトムシ育成業を支援し、
　町内産業の付加価値創出を図ります
❷ WAKKAで移住定住策と空き家対策を一体的
　に行います
❸子育て支援センターを「こども家庭センター」に
　改め、子育て支援の充実を図ります
❹生活困窮支援や DV 問題などの相談窓口を一元
　化し、総合福祉支援体制の充実を図ります
❺電子化、DX 化による行政組織の効率化とマイ
　ナンバーカードによる証明書のコンビニ交付導入な　
　ど（令和７年１月予定）住民サービスの向上を図
　ります

　毎年１月に行う「まちづくり町民アンケート」
によって、町の将来像の達成度を評価していま
す。町民アンケート結果は、毎年５月に町ホー
ムページに公開するほか、11 月の広報紙で町
の決算報告とともにお知らせしています。

行政経営計画

後期計画で新たに取り組んだり
大きく手法を変えて取り組む事業

基本構想基本構想

基本計画基本計画

基本理念

町の将来像

行政経営計画
校区づくり計画

大木町自治総合計画 大木町自治総合計画 
後期基本計画がスタート後期基本計画がスタート

後期基本計画へ
のQRコード

アンケート結果
QRコード

校区づくり計画
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地域自治の強化を目指して地域自治の強化を目指して

大溝校区 校区づくり計画

・食文化を伝える料理教室
・特産物を使った料理や特産物の販売
・川祭り、豆観音など伝統行事のマニュアル作成
・しめ縄づくり講習会・藍染め、手織りなど久留米絣体験
・伝統文化、伝統行事などを知る学習会と担い手の育成

〇地域に住むみんなで繋がり、ふるさとの伝統文化や行事、
自然豊かな環境を未来に繋ぐ（継承する）大溝校区

いつまでも安心して住み続けられる
まちづくりに向けて

　すべての世代が主役となって、みんなで盛り上がり、
ワクワクできる事業を行っていくことを1つ目のテー
マに。そして、２つ目のテーマでは、あいさつをお互
いにし合って、皆さんが笑顔で安心して暮らせる大溝
校区に。３つ目は、地域に住む皆さんがつながって、
各地区の伝統文化や行事、自然豊かな環境を次世代の
人たちに継承していける校区づくりをテーマにしてい
ます。

ワクワクする大溝校区を皆さ
んと一緒に作っていきたいで
すね。
大溝校区コミュニティ活性
化委員会会長
井
い で

手　正
まさひろ

宏

ふるさと大溝ワクワク大作戦

地域自治の強化を目指して

〇全ての世代が主役となり、みんな
で盛り上がり、ワクワクする魅力
ある大溝校区

【取組事業】
・みんなが参加できるウォーキング・ラジオ体操
・花植え（共有地、各家庭）をして景観整備
・各自治区に部会などを作る
・石丸山公園桜まつり・ホリーナイト
・しゃれたカフェ（サロンなど）
・むかしの遊びや料理など子ども達への伝承
・大溝小学校収穫祭
・みんなで社会科見学 in 大溝校区
・転入者歓迎会・お花見会・お月見会・クリスマス会
・情報共有のための大溝新聞の発行
・秋の文化祭 楽器発表会・カラオケ大会
・キャンプ・キャンプファイヤー
・校区全体の大溝まつり（夏まつり、盆踊り）　　

〇あいさつがあふれ、みんなで支え
あって笑顔で暮らせる安心安全な
大溝校区

【取組事業】
・ながら見守り
・「ながら見守り」などに活用できるベンチの設置
・わんわんパトロール
・青色防犯パトロール
・見守り活動を充実するための帽子などを準備
・事業所の見守り活動の協力
・あいさつ運動（スタンプラリー・あいさつ大会）
・回覧板などを使って情報共有
・身近な公民館を活用した昼食会などの交流事業
・危険箇所点検とその結果による行政への提案
・避難訓練、救命訓練などの講習会
・石丸山公園での危険回避体験

【取組事業】
・もちつき大会・雑煮会
・堀のある風景コンテスト
・石丸山公園でネイチャーゲーム・堀干し祭り
・藻揚げ、ごみ揚げ、堀干しなどの維持管理
・校区で川祭り・左義長大会
・農業・農作業やヒシの収穫体験　
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木佐木校区 校区づくり計画

　木佐木校区活性化協議会では、令和４年度から校区
づくり計画の策定に取り組んできました。
　校区民の皆様をはじめ、各種団体の皆様、また、中
学校の子どもたちにも参加してもらい、５００を超え
るご意見、ご提案をいただき、今回の校区づくり計画
を作成することができました。
　「地域は地域で守る。」だれもが寄り添って笑顔あふ
れる地域でありたい。

　この願いを込めて、まさに
スタートラインに立った気持
ちです。
木佐木校区活性化協議会
会長
久
き ゅ う ら ぎ

良木　勝
かつまさ

昌

思い、願いは、キーワード「つながる」へ

キーワード

「つながる」

人と人を
つなぐ

いきいきと元
気な暮らしを
つなぐ

安全・安心な
暮らしを
つなぐ

地域と地域を
つなぐ

〇安全・安心な暮らしをつなぐ
【取組事業】
・見守り旗の提示促進
・明るい町づくりの促進（街灯の増設）
・防犯パトロールの充実
・自主防災会研修会の実施

〇人と人をつなぐ
【取組事業】
・あいさつ、声かけ運動の啓発・励

れいこう
行

・みんなが気軽に集える場づくり
・匠

たくみ
の掘り起こしや紹介

・二十歳の自分につなぐタイムカプセル
・各地区の伝統行事・食文化をつなぐ

〇地域と地域をつなぐ
【取組事業】
・イルミネーションと集う機会の創出
・自治区長・公民館長・各団体をつなぐ
・気軽に集まれるコミセンづくり
・広報活動（校区だより・インスタ・Facebook）
・つながるコミュニティカレンダー
・伝統行事のお知らせ（堀干し・しめ縄作り）

〇いきいきと元気な暮らしをつなぐ
【取組事業】
・いきいきサロンなど高齢者の集う場の充実
・健康体操の促進
・高齢者を気軽に見守るこども民生委員の検討
・困っている高齢者の支援
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〇安心・安全で
元気に健康に暮らしやすい校区

【取組事業】
・グラウンドゴルフの定期開催
・散歩を兼ねたパトロール運動
・通学路の清掃・危険箇所点検
・健康教室・講座
・救命訓練、防犯・防災研修会の開催
・転入者交流会・子どもと高齢者の交流会
・茶話会の定期開催
・校区広報紙発行、SNS 等で情報共有
・大莞校区マルシェの開催
・大莞校区ウォークラリー（地域のいいとこ発見）

〇お互いに認め合い、励まし合い、
助け合う思いやりのある校区

【取組事業】
・一斉清掃のバージョンアップ
・大莞の歴史についての学習会
・人権・男女共同参画についての学習会
・お譲り会（ゆずります～もらいます）の開催
・気象防災についての学習会
・お助け隊の発足によるボランティア活動の充実
・ごみ分別利用困難者へのサポート
・買い物支援
・移動支援
・困りごと相談室・ヘルプセンターの設置

〇明るいあいさつや笑顔があふれ、
世代や地域を超えて交流する校区

【取組事業】
・大莞祭りの継続と発展
・あいさつ・声かけ運動を地域に広げる
・活性化委員会活動の情報発信
・料理教室
・スポーツを通した地域の交流
・いつでも集えるコミセンカフェ
・農業体験・共同菜園
・大莞校区の朝市（フリーマーケット）の定期開催
・知恵を伝える仕組みづくり
・誰でも参加できる昼食会の開催

〇子ども達を地域のみんなで
見守り育てる校区

【取組事業】
・通学合宿の継続
・見守り活動の継続と推進
・昔遊びの継承と交流
・子ども達との交流イベント
・消防団との交流
・子ども会・育成会の校区全体交流会
・ながら見守りできるようにベンチを設置する
・得意分野を生かした出番づくり
・子ども食堂

大莞校区 校区づくり計画

　校区づくり計画の検討を重ねていくなかで、２つの
ことを感じました。１つ目は老若男女、立場や肩書き
などに関係なく、そのなかで生まれる自由な発想、ア
イデア、地域への思いなどをつなげなければならない
ことです。２つ目は “ 他人ごと ” ではなく “ 自分ごと ”
として意識して、自らが積極的に活動しなければなら
ないことです。大莞校区には、歴史、伝統、文化があ
り、他方、時代に即した新しいニーズへの対応も必要

です。守るべきところは守り、
変えるべきところは変えて地
域づくりを考えなければなり
ません。幅広い世代を融合し
て地域づくりを進めていきた
いものです。
ふるさと大莞活性化委員会
会長
東
ひがし

　一
か ず と

人

幅広い世代を融合して地域づくりを

地域自治の強化を目指して
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あ
な
た
の
身
近
な
相
談
相
手

　
━ 
民
生
委
員
・
児
童
委
員 

━

笑
顔
で
楽
し
く
活
動
を

八
町
牟
田
下
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員

馬ば

ば場
好よ

し
み美

さ
ん

待
ち
遠
し
い
見
守
り
訪
問

訪
問
先

尾お
が
た方
八や

え

こ
重
子
さ
ん

　
大
木
町
で
は
、
31
人
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
（
う
ち
2
人
は

主
任
児
童
委
員
）
が
、
日
々
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
自
ら
も
地
域
住
民
の
一
員
と
し

て
、
担
当
地
域
の
高
齢
者
や
障
が

い
の
あ
る
人
の
安
否
確
認
や
見
守

り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
声
掛
け
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
医
療
や
介
護
の
悩
み
、
子
育
て

の
不
安
、
失
業
や
経
済
的
困
窮
に

よ
る
生
活
上
の
心
配
ご
と
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
必
要

な
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
関

係
機
関
へ
の
橋
渡
し
役
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
務
め

て
５
年
目
に
な
り
ま
す
。
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
活
動
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
の
活
動
な
の
で
、

ま
ず
は
家
庭
、
家
族
の
こ
と
を
基

本
に
考
え
、
時
間
と
気
持
ち
に
余

裕
が
あ
る
時
に
高
齢
者
宅
へ
伺
っ

て
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
毎
月
の
定
例
会
で
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
を
勉
強
し
て
い
ま
す

が
、
楽
し
く
明
る
く
活
動
す
る
こ

と
が
一
番
大
切
だ
と
思
い
ま
す
の

で
、
訪
問
の
際
は
笑
顔
で
接
す
る

こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。ま
た
、

困
り
ご
と
が
あ
る
方
と
関
係
機
関

と
の
間
の
つ
な
ぎ
役
に
な
る
こ
と

を
意
識
し
て
い
ま
す
。

　
い
つ
も
世
間
話
を
中
心
に
お
話

し
し
て
、
人
生
の
先
輩
で
あ
る
高

　
い
つ
も
馬
場
民
生
委
員
さ
ん
に

元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
一
人
暮
ら
し
で
、
家
の
中

で
は
誰
か
と
話
す
こ
と
が
な
い
の

で
、
馬
場
民
生
委
員
さ
ん
に
会
っ

て
お
話
し
す
る
こ
と
が
楽
し
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
い
つ
も
私
の
体
の
こ
と
を
気
に

掛
け
て
く
だ
さ
っ
て
、「
何
か
困
っ

て
な
い
で
す
か
？
」
と
声
を
掛
け

て
く
れ
ま
す
。

　
直
接
役
場
に
言
い
に
く
い
こ
と

を
代
わ
り
に
聞
い
て
も
ら
い
、
役

場
に
つ
な
い
で
く
れ
て
、
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

㉄ 

福
祉
課

(
０
９
４
４-

３
２-

１
０
６
０▲障害者支援施設での研修会の様子

齢
者
の
方
々
か
ら
学
ば
せ
て
も
ら

う
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
微
力
な
が
ら
地

域
の
方
と
つ
な
が
り
を
持
ち
、
皆

さ
ん
に
元
気
を
与
え
ら
れ
る
存
在

で
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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こ
ん
な
と
き
は
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
へ

　
　
　
　
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
「
一
人
暮
ら
し
で
不
安
だ
」

「
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

知
り
た
い
」
な
ど
、
悩
ん
で
い

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は

日
々
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
が
寄
せ

ら
れ
、
専
門
機
関
に
よ
る
支
援

に
つ
な
ぐ
こ
と
な
ど
を
通
じ

て
、
課
題
解
決
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
・
主
任
児
童
委
員
に
は
、
民

生
委
員
法
第
15
条
で
定
め
ら
れ

た
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
。
相

談
内
容
や
個
人
情
報
な
ど
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
町
民
の

皆
さ
ん
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
民
生
委
員
・

児
童
委
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
お
住
ま
い
の
地
域
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
連
絡
先
が
分

か
ら
な
い
場
合
は
、
福
祉
課
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

㉄ 

福
祉
課

(
０
９
４
４-

３
２-

１
０
６
０

　
私
た
ち
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
（
民
児
協
）
は
筑
後
地
区
で

一
番
小
さ
な
団
体
な
の
で
、
他
に

は
な
い
家
族
的
な
ス
ノ
ー
フ
レ
ー

ク
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
（
雪
の
結
晶

の
よ
う
に
頼
り
合
う
理
想
的
な
体

制
）が
と
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
正
直
言
っ
て
、民
生
委
員・

児
童
委
員
の
活
動
内
容
を
よ
く
分

か
ら
ず
に
、
頼
ま
れ
る
ま
ま
に
引

き
受
け
ま
し
た
。
先
輩
方
の
指
導

や
毎
月
の
定
例
会
、
研
修
な
ど
を

通
し
て
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

と
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
役
場
を

つ
な
ぐ
役
目
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
私
は
福
岡
市
内
で
働
い

て
い
た
の
で
、
現
役
時
代
は
町
内

民生委員･児童委員の紹介

の
方
や
近
所
の
方
と
の
交
流
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
民

生
委
員
・
児
童
委
員
に
な
っ
て
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
お
宅
へ

の
見
守
り
訪
問
を
行
う
な
か
で
、

近
所
の
人
と
だ
ん
だ
ん
顔
見
知
り

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
地

区
の
皆
さ
ん
に
声
を
掛
け
て
も
ら

え
る
こ
と
も
増
え
、
現
役
時
代
は

感
じ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
が
強
く
な
っ
て
い

く
感
覚
。こ
れ
こ
そ
が
民
生
委
員・

児
童
委
員
の
や
り
が
い
だ
と
思
い

ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
不
足
の

問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
委
員
の
皆

さ
ん
が
今
後
も
委
員
活
動
を
続
け

る
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、

会
長
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

氏名　　　　 担当地区 氏名　　　 　担当地区

山
やまぐち

口　三
み さ こ

佐子 大木団地

末
すえなが

永　妃
ひ づ る

鶴 高橋

下
しもかわ

川　真
ま ゆ み

由美 大藪田中　小入

野
の だ

田　敏
としかつ

勝 奥牟田東・西

菅
すがわら

原　亜
あ き

紀 荒牟田　中村

阿
あ そ う

相　秀
まさあき

明 吉祥　野口中野

井
いのうえ

上　泰
たいざん

山 筏溝上・下　促進住宅

川
かわむら

村　多
た ま き

摩紀 主任児童委員

井
いのうえ

上　昌
しょうこ

子 主任児童委員

氏名　　　　 担当地区

石
いしかわ

川　祐
ゆ う こ

子 大角東

馬
もうたい

渡　克
か つ よ

代 古賀

町
ま ち だ

田　正
まさたか

孝 牟田

宮
みやがわ

川　比
ひ な こ

奈子 大角西

納
の う み

身　清
き よ こ

子 十間橋　土甲呂

田
た な か

中　秀
ひでなお

直 福間北・南

野
の ぐ ち

口　久
く み こ

美子 笹渕東・本村

堀
ほ り た

田　勤
い そ こ

子 笹渕西

菰
こもかた

方　千
ち よ こ

代子 前牟田東

中
なかむら

村　節
せ つ お

雄 前牟田西

古
こ が

賀　惠
け い こ

子 横溝町　中島

地
域
と
の
関
わ
り
が
増
え
、

　
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す

牟
田
地
区

民
生
委
員
・
児
童
委
員

町ま
ち
だ田

正ま
さ
た
か

孝
さ
ん

（
大
木
町
民
児
協
会
長
）

（敬称略）

野
の だ

田　佳
か よ こ

代子 道本　横溝油屋

古
こ が

賀　由
ゆ り

利 横溝本村　上白垣

境
さかい

　　智
と も こ

子 堀田　五反田

吉
よしたけ

武　精
あ き こ

子 蛭池北・中・南

茅
か や の

野　和
か ず み

美 侍島上・下

吉
よ し だ

田　小
さ よ こ

夜子 八町牟田上

馬
ば ば

場　好
よ し み

美 八町牟田下

北
きたじま

島　知
と も え

恵 絵下古賀

川
かわむら

村　由
ゆ み こ

美子 上木佐木上・中・下

田
た な か

中　千
ち よ

代 上牟田口北・南

野
の な か

中　美
み ほ こ

保子 上八院上・下

▲大刀洗町との意見交換会の様子
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令和６年度 区長紹介
区  名 氏  名

大 角 東 石
いしかわ

川　英
えいいち

一

古 賀 井
い で

手　正
まさひろ

宏

牟 田 井
い で

手　八
はちろう

郎

大 角 西 石
いしかわ

川　勉
つとむ

十 間 橋 石
いしかわ

川　省
しょうぞう

三

土 甲 呂 島
しま

　啓
け い し

士

福 間 北 田
た な か

中　博
ひ ろ み

己

福 間 南 田
た な か

中　良
りょうじ

二

笹 渕 堀
ほ り た

田　兼
か ね お

雄

前 牟 田 東 中
なかむら

村　勝
まさる

前 牟 田 西 今
いまむら

村　重
しげのり

徳

横 溝 油 屋 坂
さかなか

中　靖
やすゆき

之

横 溝 町 北
きたじま

島　幸
ゆ き お

男

中 島 岡
おかざき

崎　光
み つ お

雄

横 溝 本 村 中
なかむら

村　利
としゆき

行

区  名 氏  名

上牟田口北 牟
む た ぐ ち

田口　忠
ただゆき

行

上牟田口南 鶴
つるおか

岡　政
まさかつ

勝

上 八 院 上 川
か わ づ

津　楠
く す お

男

上 八 院 下 的
ま と ば

場　周
かねひさ

久

大 木 団 地 西
に し だ

田　治
はるよし

義

高 橋 眞
ま な べ

邉　泰
やすのり

則

大 藪 田 中 冨
とみやす

安　隆
たかとし

俊

小 入 馬
ば ば

場　俊
と し お

雄

奥 牟 田 東 松
まつなが

永　繁
しげはる

治

奥 牟 田 西 池
いけがみ

上　健
けん

荒 牟 田 東
ひがし

　一
か ず と

人

中 村 小
こばやし

林　包
か ね じ

治

吉 祥 野
の ぐ ち

口　健
け ん じ

二

野 口 中 野 廣
ひろまつ

松　和
かずまさ

正

筏 溝 本
もとむら

村　正
ま さ と

人

区  名 氏  名

道 本 野
の だ

田　正
ただし

堀 田 中
なかしま

島　重
しげゆき

幸

五 反 田 中
なかしま

島　政
まさよし

善

上 白 垣 古
こ が

賀　文
ふ み お

雄

蛭 池 北 髙
た か い ら

井良　邦
くにひろ

宏

蛭 池 中 中
なかのもり

ノ森　伸
のぶゆき

幸

蛭 池 南 吉
よしたけ

武　洋
ひ ろ し

史

侍 島 上 北
きたじま

島　好
よしあき

昭

侍 島 下 久
きゅうらぎ

良木　勝
かつまさ

昌

八町牟田上 原
はら

　久
ひ さ と

人

八町牟田下 中
なかむら

村　良
よしてる

照

絵 下 古 賀 北
きたじま

島　克
かつひこ

彦

上木佐木上 熊
くままる

丸　繁
しげのり

則

上木佐木中 川
かわむら

村　一
かずあき

明

上木佐木下 平
ひ ら き

木　俊
としひろ

博

（敬称略）

多
く
の
寄
附
に
感
謝

多
く
の
寄
附
に
感
謝

　
　
　
～
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
～

　
　
　
～
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
～

　
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
、
国

が
認
定
し
た
地
方
公
共
団
体
の
地
方
創

生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
企
業
が
行

う
寄
附
制
度
で
す
。

　
「
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る 

持
続
可

能
な
循
環
の
ま
ち 

お
お
き
」
の
実
現

に
向
け
て
、
応
援
し
て
く
だ
さ
る
企
業

の
皆
さ
ま
を
募
集
し
て
い
て
、
令
和
５

年
度
は
７
社
か
ら
計
１
５
４
０
万
円
の

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
寄
附
金
は
、
寄
附
目
的
に
沿
っ
た
施

策
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
制
度
の
詳
細
や
寄
附
い
た
だ
い
た

企
業
の
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
企
業
名
・
寄
附
額
は
公
表
を
了
承

い
た
だ
い
た
企
業
の
み
掲
載
し
て
い

ま
す
。

㉄ 

企
画
財
政
課

(
０
９
４
４
‐
３
２
‐
１
０
３
６

（50 音順）

株式会社倉重ポンプ商会　様
寄附額　10 万円

コーユーレンティア
　　　　　株式会社　様

合同会社ラビッツ　様

大木町企業版
ふるさと納税
ＱＲコード

寄附をいただいた企業の紹介

タレントスクエア株式会社　様
寄附額　10 万円

株式会社 RUNWAYS　様

88
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新
し
い
職
員
を
紹
介
し
ま
す

４
月
１
日
か
ら
大
木
町
役
場
に

３
人
の
新
た
な
仲
間
が
加
わ
り
ま
し
た
。

廣
ひ ろ た

田　昂
こうたろう

太郎　（環境課）

　はじめまして。４月１日から大
木町職員として勤めます廣田昂
太郎です。大木町職員として明
るく元気よく町民の皆さんに頼
られる職員になれるよう頑張り
ます。よろしくお願いします。

北
きたじま

島　穂
ほ の か

香　（大溝保育園）

　大溝保育園、保育士の北島穂
香と申します。町民の皆さんや子
どもたちから慕われる保育士とし
て、明るく元気に頑張りたいと
思います！よろしくお願いします。

山
やました

下　沙
さ き

輝　（大溝保育園）

　大溝保育園、保育士の山下沙輝で
す。保育士として、子どもたちや保護
者の皆さんから信頼を得られる存在と
して働いていきたいです。公務員とし
て自覚を持ち、大木町がより良い町に
なるように全力で励んでいきます。

写真左より

●
課
長
級

・
議
会
事
務
局
・
監
査
事
務
局

中
村
和
也
（
税
務
町
民
課
長
）

・
企
画
財
政
課

川
村
九
州
生

（
議
会
事
務
局
長
・
監
査
事
務
局
長
）

・
地
域
づ
く
り
課

田
中
美
和
子
（
健
康
福
祉
課
長
）

・
税
務
町
民
課

久
良
木
晃
秀
（
財
務
会
計
課
長
補
佐
）

・
健
康
課

中
尾
実
世
子
（
健
康
福
祉
課
長
補
佐
）

・
福
祉
課

杉
美
輝
代
（
健
康
福
祉
課
長
補
佐
）

・
産
業
振
興
課

野
田
昌
志
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

・
農
業
委
員
会
事
務
局

鶴
岡
寛
士
（
産
業
振
興
課
長
兼
農
業
委

員
会
事
務
局
長
）

●
課
長
補
佐
級

・
企
画
財
政
課

坂
井
栄
介
（
こ
ど
も
未
来
課
長
補
佐
）

・
税
務
町
民
課

野
口
由
香
利
（
ま
ち
づ
く
り
課
係
長
）

荒
巻
信
二
（
税
務
町
民
課
係
長
）

・
健
康
課

荒
尾
健
一
郎
（
産
業
振
興
課
長
補
佐
）

・
福
祉
課

杉
克
己
（
農
業
委
員
会
課
長
補
佐
）

・
産
業
振
興
課

原
口
隆
（
税
務
町
民
課
係
長
）

平
川
悟
（
大
木
町
社
会
福
祉
協
議
会
派

遣
係
長
）

・
こ
ど
も
未
来
課

北
島
秀
啓
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
補
佐
）

●
係
長
級

・
総
務
課

石
川
剛（
介
護
保
険
広
域
連
合
派
遣
係
長
）

・
企
画
財
政
課

坂
井
孝
弥
（
財
務
会
計
課
係
長
）

・
地
域
づ
く
り
課

石
橋
浩
二
（
環
境
課
係
長
）

・
健
康
課

八
代
咲
緒
理
（
税
務
町
民
課
係
長
）

北
島
な
つ
き
（
健
康
福
祉
課
）

・
福
祉
課

牟
田
口
清
華
（
健
康
福
祉
課
係
長
）

・
環
境
課

大
塚
剛
史
（
総
務
課
係
長
）

・
こ
ど
も
未
来
課

古
賀
千
恵
（
学
校
給
食
共
同
調
理
場

労
務
主
任
）

・
介
護
保
険
広
域
連
合
派
遣

古
賀
利
治
（
税
務
町
民
課
係
長
）

●
職
員

・
税
務
町
民
課

高
木
希
美
（
環
境
課
）

退
職
（
３
月
31
日
付
）

◆
石
橋
修
（
建
設
水
道
課
係
長
）

◆
石
崎
桃
子
（
総
務
課
）

◯
課
名
変
更
に
よ
る
異
動
職
員
は
省

略
し
て
い
ま
す
。

㉄ 

総
務
課

(
０
９
４
４
‐
３
２
‐
１
０
３
５

町職員の人事異動 ４月１日付けで町職員の人事異動が行われました。
（　）は旧所属（職名）
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第
３
分
団
（
大
莞
校
区
）

　
　
分
団
長　
荒あ

ら
ま
き巻　
敬け

い
た太

　
　
副
分
団
長　
大お

お
や
ぶ藪　
耕こ

う
ぞ
う三

　
　
第
１
部
（
大
莞
校
区
全
域
）

　
　
　
　
部
長　
池い

け
が
み上　
和か

ず
や也

　
　
　
　
班
長　
野の

ぐ
ち口　

崇た
か
ゆ
き之

　
　
　
　
班
長　
松ま

つ
な
が永　
翔し

ょ
う
へ
い平

　
　
第
２
部
（
八
町
牟
田
下
・
上
木
佐
木
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
牟
田
口
・
上
八
院
）

　
　
　
　
部
長　
鶴つ

る
お
か岡

政せ
い
じ
ろ
う

治
郎

　
　
　
　
班
長　
山や

ま
ぐ
ち口　
洋ひ

ろ
ゆ
き之

　
　
　
　
班
長　
野の

が
み上　

大だ
い
き樹

　
　

   
第
２
分
団
（
大
溝
校
区
）

　
　
分
団
長　
城じ

ょ
う
ご後　
貴た

か
の
り宣

　
　
副
分
団
長　

 

原は
ら  　
生し

ょ
う
ご吾

　
　
第
１
部
（
大
角
東･

古
賀･

十
間
橋・

　
　
　
　
　
　
　
　
土
甲
呂
・
福
間
・
笹
渕
）

　
　
　
　
部
長　
石い

し
か
わ川　
真な

お
と士

　
　
　
　
班
長　
田た

な
か中　
慎し

ん
い
ち一

　
　
　
　
班
長　
田た

な
か中　
聖さ

と
し志

　
　
第
２
部
（
牟
田
・
大
角
西
・
前
牟
田
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
溝
油
屋
・
横
溝
町
・
中
島
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
溝
本
村
・
道
本
・
堀
田
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
反
田
・
上
白
垣
）

　
　
　
　
部
長　
松ま

つ
う
ち内　
宏ひ

ろ
あ
き暁

　
　
　
　
班
長　
北き

た
じ
ま島　
裕ゆ

う
や也

　
　
　
　
班
長　
田た

し
ま島　
岳た

け
と
も友

消防団

　
４
月
７
日
に
消
防
団
入
団
式
が

行
わ
れ
、
９
人
の
新
入
団
員
が
入

団
し
ま
し
た
。

　
入
団
式
の
後
、
新
入
団
員
は
、

消
防
団
員
の
指
導
に
よ
り
器
具
の

取
り
扱
い
や
消
火
活
動
中
の
注
意

点
な
ど
に
つ
い
て
約
６
時
間
、
熱

心
に
座
学
と
訓
練
を
受
け
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
大
木
町
の
安
全
安

心
の
た
め
、
消
防
団
活
動
に
励
ん

で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
一
般
の
団
員
は
、
侍
島

地
区
幹
線
水
路
で
消
火
活
動
時
の

ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
た
実
践
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　
６
月
９
日
㈰
に
第
62
回
大
木
町

消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
大
木
町
消
防
団
で
は
、
新
入
団

員
を
迎
え
、
火
災
現
場
な
ど
で
の

安
全
・
確
実
な
消
火
活
動
を
身
に

付
け
る
た
め
、
こ
の
大
会
に
向
け

て
、
早
朝
や
夜
間
に
訓
練
を
実
施

し
ま
す
。

　
訓
練
期
間
中
は
、
掛
け
声
や
ポ

ン
プ
の
駆
動
音
な
ど
で
近
隣
の
住

民
の
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
火
災

現
場
で
安
全
に
活
動
し
、
そ
の
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
よ
う
訓
練

を
重
ね
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

㉄ 

総
務
課　
(
０
９
４
４
‐
３
２
‐
１
０
３
５

大
木
町
消
防
団

大
木
町
消
防
団

　
　
新
入
団
員
入
団
式

　
　
新
入
団
員
入
団
式

～
地
域
の
生
命
と
財
産
を
守
る
消
防
団
～

大
木
町
消
防
団
組
織
紹
介

（
敬
称
略
）

　
団　
長　
　
　
中な

か
し
ま島　

豊と
よ
き記

　
副
団
長　
　
　
中な

か
の
も
り
の
り
ひ
ろ

ノ
森
徳
博

　
　
　
　
　
　
　
北き

た
は
ら原　

幸ゆ
き
の
り則

　
　

   

　
　

   

本　
　
部
（
役
場
・
全
域
）

　
　
　
　
部
長　
馬ば

ば場　
勝か

つ
し士

　
　
　
　
班
長　
中な

か
し
ま島　
隆り

ゅ
う
さ
く作

　
　
　
　
班
長　
北き

た
は
ら原

真ま

ゆ

み
由
美

　
　

   

第
１
分
団
（
木
佐
木
校
区
）

　
　
分
団
長　
浦う

ら
た田
慎し

ん
い
ち
ろ
う

一
郎

　
　
副
分
団
長　
北き

た
じ
ま島　
弘ひ

ろ
き己

　　
　
第
１
部
（
蛭
池
・
侍
島
・
八
町
牟
田
上
・

　
　
　
　
　
　
　
絵
下
古
賀
・
大
木
団
地
）

　
　
　
　
部
長　
牟む

た田　
一か

ず
ゆ
き幸

　
　
　
　
班
長　
黒く

ろ
ぬ
ま沼　
清せ

い
じ
ゅ寿

　
　
　
　
班
長　
髙た

か
だ田　
翔し

ょ
う
た太

消
防
訓
練
へ
の

消
防
訓
練
へ
の

    

ご
理
解
と
ご
協
力
を

ご
理
解
と
ご
協
力
を

         
         

お
願
い
し
ま
す

お
願
い
し
ま
す
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新しく入った本・話題本

としょかんへ いこうとしょかんへ いこう
Let's go to the Library

図書館キャラクター
「ばぁむくん」

大 木 町 図 書
情報センター
ホームページ
Ｑ Ｒ コ ー ド

㉄・申込み　大木町図書・情報センター　(0944-32-1047
火～土 :10 時～ 20 時　日・祝 :10 時～ 18 時　( 月曜休館 ）　

『三
みぶち
淵嘉

よしこ
子の人生　

朝ドラ「虎に翼」がもっと楽しくなる !』
メディアソフト

『ゴミの王国』
朝
あさくら

倉  宏
ひろかげ

景／著　　双葉社

『野球しようぜ！大谷翔平ものがたり』
とりごえこうじ／文　　世界文化社

　昭和 15 年、まだ男尊女卑が
当たり前の時代、日本で初の女
性弁護士が誕生した。女性法曹
の先駆者、三淵嘉子の生涯と時
代を豊富なビジュアルで解説。
嘉子が長年勤めた家庭裁判所、
同時代に輝きを放った女性た

　片付けたい男・日下部朝陽
は、ゴミ清掃職員として働いて
いる。ある日、隣に住む同年代
の佐野友笑の部屋がゴミで溢れ
かえっていることに気づく。物
を捨てられない友笑は、ゴミを
集めてはアート作品を作ってい

　目標をもって常に挑戦を続け、
夢を叶えてきた野球選手、大谷翔
平。投手、そして打者として前例
のない偉業を成し遂げ続ける大谷
選手の、幼少期から今に至るまで
の軌跡をたどる絵本。大谷翔平し
んぶん、大谷選手の手形付き。

（絵本コーナー　E ト）

春春のの図図書書館館まつりまつり
本と雑誌のくるくる市本と雑誌のくるくる市

旅行ガイドシリーズが旅行ガイドシリーズが
　　　　　　　加わりました！　　　　　　　加わりました！

新着 CD・DVD新着 CD・DVD

日程▶ 5 月 18 日㈯、19 日㈰　10 時～ 16 時
場所▶こっぽーっとホール

上質な旅を提案する
大人向け旅行ガイド

「おとな旅プレミアム」

『ずっと、いっしょ。』
ドキュメンタリー映画（『うまれる』
シリーズ　第 2 作） 
　家族ってなんだろう ? “ 最愛の妻を
失った夫 ”“ 血のつながりがない父と
息子 ”“ 重篤な障がいを持つ子を育て

DVD
・シャイロックの子供たち
・ザ・スーパーマリオブラ
  ザーズ・ムービー
・RRR 他　　全 17 点

いま旬の旅先がわかる
海外旅ガイド

「地球の歩き方『aruco』」

　除籍した本の再活用のため、無料でお譲りします。
一部寄贈本あり。（約 2,000 冊）

雑誌：1 人 10 冊まで　　　本：冊数制限なし

ちも紹介する。（一般書コーナー　289.1 ミ） て…。（一般書コーナー　913.6 ア）

CD
・replica　2nd ALBUM　
   /VAUNDY
・みいつけた！プレゼント
   /NHK 他　　全 9 点

る夫婦”の3家族。誰もが何かに向き合って生きている。
3 組の家族の生と死を描いた、笑いと涙、愛の物語。

○ 1 人 3 点まで　　　貸出期間は 2 週間
○貸出中の場合は予約できます。（予約も 3 点まで）

(5 月 3 日（金・祝）から貸出 )


